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▲
 

なよろ市立天文台  きたすばる 
平成22年４月17日（土）に開館します 

なよろ市立天文台  きたすばる 
平成22年４月17日（土）に開館します 

　国内でもトップクラスの星空が観測できる名寄市周辺。

豊かな自然条件と盆地に位置する地形的な条件など、 

天の川が美しく見られる良好な観測条件にあります。 

 星・雪・きらめき　緑の里なよろをキャッチフレーズ 

に、新「名寄市総合計画」（第１次）の中で、天体観測を 

活かしたまちづくり事業の中核となる市立天文台整備事 

業を進めてきました。 

 日進地区にある道立広域公園サンピラーパーク内の 

「星見の丘」で、平成20年度に工事着工、平成22年春、

開館する新天文台の概要についてお知らせします。 



全
国
で
も
屈
指
の
観
測
条
件
と
積
み

重
ね
て
き
た
歴
史 

　
「
多
く
の
人
に
宇
宙
の
広
さ
や
、

神
秘
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ

し
て
宇
宙
の
ロ
マ
ン
に
ふ
れ
て
欲
し 

い
」
名
寄
高
等
学
校
の
教
員
だ
っ
た

故
木
原
秀
雄
氏
は
、
昭
和
48
年
12
月
、

『
私
設
木
原
天
文
台
』
を
開
設
し
ま

し
た
。 

　
自
費
で
口
径
25
㎝
の
反
射
望
遠
鏡

を
設
置
し
た
、
当
時
道
内
初
で
最
北

の
私
設
天
文
台
で
し
た
。 

　
そ
の
後
、
平
成
４
年
に
名
寄
市
に

寄
贈
さ
れ
た
天
文
台
は
、
９
月
に
は 

『
市
立
木
原
天
文
台
』
と
し
て
オ
ー

プ
ン
。
澄
み
き
っ
た
名
寄
の
夜
空
を

全
国
に
情
報
発
信
し
て
き
ま
し
た
。 

愛
称
「
き
た
す
ば
る
」 

 

名
寄
ら
し
い
、
北
に
あ
っ
て
冬
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
星
が
「
す
ば
る
（
プ

レ
ア
デ
ス
星
団
）
」
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
ハ
ワ
イ
に
あ
る
世
界
最
大
級

の
「
す
ば
る
望
遠
鏡
」
に
あ
や
か
っ 

て
、
北
の
す
ば
る
と
し
て
知
名
度
が

広
が
り
や
す
い
こ
と
な
ど
、
親
し
み

や
す
く
覚
え
や
す
い
名
称
で
あ
る
こ

と
か
ら
「
き
た
す
ば
る
」
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。 

    

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム 

 

最
新
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
機
器
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
ド
ー

ム
の
中
央
部
分
に
投
影
機
器
を
設
置

す
る
必
要
が
な
い
た
め
、
広
い
空
間

を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。 

　
座
席
は
全
部
で
50
席
が
設
置
さ
れ
、

全
て
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
ほ
か

各
席
に
収
納
式
テ
ー
ブ
ル
が
備
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
講
座
な
ど
の

学
習
に
も
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

展
示
コ
ー
ナ
ー 

　
木
原
天
文
台
を
開
設
し
、
名
寄
市

の
天
体
教
育
の
先
駆
け
と
な
っ
た
故

木
原
秀
雄
氏
の
資
料
展
示
を
は
じ
め
、

市
立
図
書
館
に
あ
っ
た
旧
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
館
に
設
置
さ
れ
て
い
た
「
Ｇ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
　
Ｓ
‐
３
」
投
影
機
や
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
の
太
陽
の
映
像
を
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
に
投
影
す
る
コ
ー
ナ
ー
、

天
体
写
真
の
展
示
な
ど
、
い
つ
で
も

天
文
を
学
べ
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。 

レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム 

　
通
常
は
、
全
部
で
50
席
が
設
置
さ

れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
す
が
、
展
示
コ
ー

ナ
ー
と
の
間
仕
切
り
を
移
動
す
る
こ

と
で
全
１
０
０
席
の
多
目
的
ス
ペ
ー

ス
に
変
わ
り
ま
す
。
各
種
講
演
会
や

天
文
教
室
な
ど
で
の
利
用
の
ほ
か
、

星
と
音
楽
を
組
み
合
わ
せ
た
星
空
ラ

イ
ブ
の
開
催
の
た
め
に
、
高
音
質
の

音
響
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い
ま 

す
。 

屋
上
観
測
室
（
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ル

ー
フ
観
測
室
） 

　
屋
上
に
は
屋
根
が
ス
ラ
イ
ド
し
て

移
動
す
る
観
測
室
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

望
遠
鏡
は
全
部
で
４
台
設
置
さ
れ
、

オ
ー
プ
ン
の
日
か
ら
口
径
50
㎝
の
望

遠
鏡
を
使
っ
て
天
体
観
測
を
楽
し
む

こ
と
が
可
能
で
す
。 

　
な
お
、
同
観
測
室
に
設
置
さ
れ
る

40
㎝
の
望
遠
鏡
は
、
新
天
体
の
捜
索

を
中
心
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

屋
上
天
体
広
場 

 

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
が
設
け
ら
れ
た
屋

上
ス
ペ
ー
ス
。
名
寄
市
街
地
が
一
望

で
き
ま
す
。
晴
れ
た
日
に
は
星
空
と

夜
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
映
し
出
さ
れ
る

太
陽
を
捉
え
る
太
陽
望
遠
鏡
も
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。 

平
成
23
年
春
・
公
開
予
定 

１
・
６
メ
ー
ト
ル
級
望
遠
鏡 

　
10
ｍ
ド
ー
ム
に
は
、
北
海
道
大
学

が
国
内
最
大
級
と
な
る
口
径
１
・
６

ｍ
の
望
遠
鏡
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。 

　
主
に
、
惑
星
観
測
が
行
わ
れ
る
予

定
で
、
こ
の
研
究
分
野
の
観
測
施
設

で
は
世
界
最
大
級
と
な
り
ま
す
。 

☆
利
用
案
内
☆ 

▽
開
館
日
　
毎
週
水
曜
日
〜
日
曜
日
・

　
祝
日 

▽
開
館
時
間
　
13
時
か
ら 

　
４
月
〜
９
月
　
21
時
30
分
ま
で 

　
10
月
〜
３
月
　
20
時
ま
で 

※
閉
館
30
分
前
ま
で
に
入
館
し
て
く
だ

　
さ
い
。 

▽
休
館
日
　
毎
週
月
・
火
曜
日
（
祝
日 

 

を
除
く
） 

 

祝
日
直
後
の
休
館
日
で
な
い
日
（
元 

 

旦
を
除
く
） 

 

年
末
年
始

（
12
月
30
日
〜
１
月
６
日
） 

    

※
障
が
い
の
あ
る
方
、
70
歳
以
上
の
市

民
は
無
料
で
す
。 

        

☆
問
い
合
わ
せ
☆ 

〒
０
９
６
‐
０
０
６
６ 

名
寄
市
字
日
進
１
５
７
番
地
１
（
北
海

道
立
サ
ン
ピ
ラ
ー
パ
ー
ク
星
見
の
丘
）

　
０
１
６
５
４
②
３
９
５
６ 

　
０
１
６
５
４
②
０
２
６
７ 

e
-m
a
il kita

suba
ru@
na
y
oro-sta

r.jp 
U
R
L
･http://w

w
w
.na
y
oro-sta

r.jp 

☆なよろ市立天文台　きたすばる開館 

� � 

９   　平成22年４月号 

　 

入
　
館
　
料
　
　
　 

市
民
料
金 

一
　
　
般  

５
０
０
円
　
４
０
０
円 

大

学

生  

４
０
０
円
　
３
０
０
円 

小
中
高
生  

２
０
０
円
　
無
　
　
料 

 

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
　
　
市
民
料
金 

 

一
般
　
１
５
０
０
円
　
１
２
０
０
円 

 

大
学
　 

　
　
　
１
２
０
０
円
　
１
０
０
０
円 

生 小
中
　 

　
　
　
　
５
０
０
円
　
無
　
　
　
料 

高
生 


